プログラムの使用メモリを増やす方法

　節点数、要素数の大きな問題を計算する場合に、メモリオーバー（必要な配列数がプログラム中で用意した配列数を超えること）でプログラムが終了します。

　この場合に、プログラム内の配列数を修正して再コンパイルする必要がありましたが、AC-GWAPバージョン2005からは、次に説明するように、｢WORK.LST｣に必要な配列数を設定することで、その配列を確保できるようになっています。
＝＝＝＝＝＝＝従来のWORK.LSTの内容＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

out1.out　(ワークファイル名)
out2.out　(ワークファイル名)
out3.out　(ワークファイル名)
out4.out　(結果ファイル名)
out5.out　(ダミー：未使用)
out6.out　(ダミー：未使用)

out7.out　(ダミー：未使用)
out8.out　(ダミー：未使用)
out9.out　(ダミー：未使用)
out10.out　(ダミー：未使用)
out11.out　(ダミー：未使用)

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

＝＝＝＝＝＝＝新しいWORK.LSTの内容＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

out1.out　(ワークファイル名)
out2.out　(ワークファイル名)
out3.out　(ワークファイル名)
out4.out　(結果ファイル名)
out5.out　(ダミー：未使用)
out6.out　(ダミー：未使用)

out7.out　(ダミー：未使用)
out8.out　(ダミー：未使用)
out9.out　(ダミー：未使用)
out10.out　(ダミー：未使用)
out11.out　(ダミー：未使用)

MTOTBD　(実数配列MTOTBDの配列数)

MTOTIB　(整数配列MTOTIBの配列数)

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

※（　）の部分は説明です。WORK.LSTには、ファイル名や数値を入力してください。
